
長崎における事故ゼロプラン

▲事故ゼロプランによる交通安全事業マネジメント

➢ 長崎河川国道事務所の管理区間においても、交通事故が多発する特定の区間等に対して集中
的・重点的に交通事故対策を取り組む事故ゼロプランを平成２２年度から推進

➢ 事故ゼロプランの推進にあたっては、「事故危険区間リスト」を作成し、事故発生特性及び地域特性
を勘案して対策を実施

■事故危険区間を選定

事故データや地域の声等により、交通事故の危険性が高い区間（事故

危険区間）を選定。

■事故要因分析

事故危険区間のうち、優先度が高い区間から順次、事故要因の調査、

分析を実施。

■対策案の立案

事故要因に適した対策案の立案

■対策案に対する合意形成

対策案について、関係機関協議を実施

対策案について、地域住民や地権者の合意形成

■対策の実施

交差点改良、歩道整備等

（測量設計・用地買収・工事）

■事後評価・検証

対策実施後、主に事故データに基づき、対策の効果を検証。なお、事故

データでは計測が難しい場合においては、事故に繋がる危険挙動の発生

頻度等を調査することで、対策効果を把握。

歩道整備箇所については、安全性や快適性の向上について、ヒアリン

グやアンケート調査を実施することで、対策の効果を把握。

■追加対策検討

事故削減効果が小さい箇所については、再度、事故危険区間として事

故要因分析や対策検討を実施。

■完了

事後評価・検証により、十分な効果が確認出来れば、完了。
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事故危険区間リストの選定指標

地域の声など
～事故発生可能性からの抽出～

●道路利用者の意見
（ヒヤリ・ハット箇所のアンケート調査）
●地方自治体、地元町内会、学校等からの
対策要望

歩道データから見た危険箇所
～歩道の整備状況からの抽出～

●歩道の歩きやすさ、歩道の連続性
●通学路、安心歩行エリア
●人対車両事故の発生箇所

地域の声など
～安全の確保～

●地方自治体、地元町内会、学校等からの
対策要望
●県や市による事業が予定されている箇所

長崎河川国道事務所管内の事故危険区間

Ａ．歩道の歩きやすさ ●歩行者交通量に対し十分な幅員が確保されていない箇所

Ｂ．通学路 ●上記Aに該当する箇所で通学路通学路に指定されている区間

Ｆ．地域の声 ●市町村、自治会からの交通安全上必要と判断される要望箇所
各市町村の通学路交通安全プログラムの箇所

Ｃ．安心歩行エリア ●上記Aに該当する箇所で安心歩行エリアに位置する区間

Ｄ．人対車両の事故発生箇所 ●上記Aに該当する箇所で人対車両の発生

箇所

Ｅ．歩道の連続性 ●上記Aに該当する箇所で当該区間が整備されることで

前後の歩道の連続性が確保される区間

歩行者対策事故対策

事故対策区間 歩道整備区間

事故データから見た危険箇所
～事故発生状況からの抽出～

●死傷事故率、物損事故率
●死亡事故、重大事故(死亡＋重傷)
●潜在的危険箇所

Ａ．死傷事故率・死傷事故件数
●死傷事故率２００件/億台キロ以上、かつ死傷事故件数１５件/４年  以上

Ｂ．物損事故率・物損事故件数
●物損事故率４００件/億台キロ以上、かつ物損事故件数４０件/４年  以上

Ｃ．死亡事故の発生箇所 ●死亡事故が発生した箇所

Ｅ．道路管理者、公安委員会による調整箇所
●道路管理者と公安委員会が事故状況、道路構造等で検討し、 今後重大事故の
発生の恐れがある箇所

Ｆ．地域の声 ●市町村、自治会からの交通安全上必要と判断される要望提出箇所

Ｇ．道路利用者の声 ●ヒヤリ・ハット件数 ●交通事故多発地点

Ｈ．潜在的危険箇所  ●急挙動が多発する箇所

Ｄ．死傷事故率・重大事故率・死亡事故率
●死傷事故率１００件/億台キロ以上、かつ重大事故率１０件/億台キロ以上、

 かつ死亡事故率１０件/億台キロ  以上

長崎河川国道事務所管内
（イタルダ区間）



事故危険区間リストの見直し

令和2年度末 事故危険区間（対策完了を除く）：227区間
事故対策区間：168区間
歩行者対策区間：59区間

令和4年度末 事故危険区間（対策完了を除く）：200区間
事故対策区間：142区間
歩行者対策区間：58区間

除外の考え方 該当区間

①対策による事故削減効果が確認された区間 ８区間

②交通環境が変化している区間 １８区間

③対策が完了した区間（歩行者対策） １区間

合計 ２７区間

除
外

見直し

➢ 対策完了により事故リスクが低下した８区間、及び環境の変化により事故リスクが低下した１８
区間、対策が完了した歩行者対策区間１区間の計２７区間を事故危険区間リストから除外

○除外区間



事故ゼロプランの取り組み状況



事故ゼロプランの取り組み状況
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